残怨白 紅花 盛 

余 多 人 切支丹 寺 

「ふうん 読めん な あ。 これ あ …… まるで 暗号 じ やない 

かこれ あ」 

私 は 苦笑した。 二 尺 三寸ば かりの 刀の 中心に 彫った 

文字 を 庭先の 夕明りに 透かして みた。 

は 別に 無い よう だが この 文句 は銘の 代りで もな さ 

そうだ。 といって 詩で もな し、 和歌で もな し、 漢文で 

もない し 万葉仮名 でもない よう だ。 何 だい …… これ あ 

…：- J 

「へえ。 それ はこう 読み ますんだ そうで …… 残る 怨み、 



も 知れん のうお 前 は …… 」 

「へ ェ。 飛んでも ない。 それに は チット ばかり 仔細が 

御座いま すんで …… へェ。 実は この間、 旦那 様から ど 

こか 涼しい 処に 別荘 地 はない かと、 お 話が 御座いまし 

たので …… 」 

「ゥン ゥン。 実に 遣り 切れん からね え。 夏に なって か 

らー 一貫 目 も 殖えち ゃ堪 まらん よ」 

「へへ へ。 私なん ぞ はお 羨し いくらいで …… 」 

「ところで 在った かい。 いい 処が …… 」 

「へ ェ。 それが で 御座います。 この ズット 向う の 清 

滝 つ てえ 処で げす I 



らしい もの は 一軒 も 御座いま せんが、 その 界隈の 地所 

でげ すと、 坪、 五 円で もい い 顔 を 致しません のに、 そ 

の 五六 百 坪ば かり は 一 円で も 御の字と 申し ますんで… 

…へ ェ。 話よう では 五十 銭ぐ らいに 負け はせ ぬかと… 

;」 

ベ らぼ う 

「プッ …… 馬鹿にし ちゃい けない。 そんな 篦棒な 話が 

…：- J 

「イエ イエ。 それが 旦那。 シラ 真剣なん で ：：： へェ。 

それが その 何で 御座います。 今から 三百 年ば かり 前に 

焼けた 切支丹 寺と 申します ものの 遺跡なん だそう で… 

…へ ェ」 



r フ ゥム。 切支丹 寺 …… 切支丹 寺なら ドウして ソン ナ 

に 安いんだ い」 

「それが そのお 刀の 彫物の 曰く 因縁なん で …… へ ェ。 

白 くれないって 書いて 御座ん しょう。 その 花 を 念の た 

め、 ここに 持って 参い りました。 これが 花で コ チラが 

実と 葉なん で …… ちょと 隠元豆 に似てお ります が」 

「うう む。 花の 色 は 白い といえば 白い が、 実の 恰好が 

チット 変テコ だな あ。 紫色と 緑色の 相の 子みたい じ や 

ないか。 妙に ヒネ クレて 歪んで いる じ やない か」 

「ところが 実 を 申します とこの 花の 方が 問題なん で… 

…とても 凄い お 話なん で …… へ ェ」 



私 は、 今 一 度、 古雜 から 裸 刀身 を 引出した。 

かたな とぎ なかご 

「いい 刀身 だよ。 磨 は 悪い が シャンと している。 中心 

は 磨 上らし いが、 しかし 鑑定に は 骨が折れる ぞコ イツ 

は …… 」 

「へへ へ、 …… そう 仰 言れば もう 当った ような もんで 

…：- J 

「黙って ろ …… 余計な 文句 を 云うな。 ふうむ。 小 丸 気 

味の 地蔵 帽子で、 五の 目の 句 足が 深く つて …… 打掛疵 

が 二つ 在る の は 珍ら しい。 よほど 人 を 斬った 刀 だな。 

先ず 新 藤 五の 上作と 行く かな …… どうだい」 

「 …… ヘイ。 結構で げすが、 新 藤 五 は 皆様の 御 鑑定の 



「へ ェ。 当主が あんまり 正直 過ぎて 無尽 詐欺に 引つ か 

かったん だそう で ：：： 」 

「それじゃ この 帳面 は 刀身と 一 所に 貰つ といて いいん 

だナ」 

「へ ェ。 どうぞ。 まあ 内容 を 御覧な すって …… 私 ども 

に は トテも 読めない、 お 家 様で 御座います」 

「ふうむ。 待て 待て …… 」 

私 は 書見 用の 眼鏡 を かけて 汚染 だらけの 白紙の 表紙 

を 一枚め くって みた。 (註 曰。 以下 掲 ぐる 文章 は殆ん 

ど 原文の ままで ある。 読み難い 仮名 を 本字に、 本字 を 

仮名に、 天爾遠波の 落ちた の を 直し 補った 程度の もの 



に過ぎない) 

かたつら おにさぶ ら う 

片面 鬼三郎 自伝 

われ 生まれて 神仏 を 信ぜず。 あまたの 人 を 斬りて 罪 

ゲ レン せっしゃう まさ 

業 を 重ね、 恐ろしき 欺 罔の 魔道に 迷 ひ 入り、 殺生 に 増 

る 邪道に 陥り 行く うち、 人の 怨みの 恐ろし さ を 思 ひ 知 

りて、 われと、 わが 身 を 亡ぼし を はんぬ。 その 末期の 

思 ひに、 われと わが 罪 を 露 はし、 思 ふ 事 包まず 書 残し 

て 後の世の 戒めと なし、 罪障 懺悔の よすがと もな さむ 

とて、 かくな む。 



獣と か 見む。 われと 鏡 を 見て 打ち 戦く ばかりな リ。 

されば 名 は 体を顕 はし、 姿 は 心 を 写す とか や。 われ 

生 ひ 立つ に 連れて、 ひがみ 強く、 言葉に 怨み あり。 わ 

れ ながら、 わが 心の 行末 を 知らず。 両親に 疎まれ、 他 

人に あな づられ て、 心の 僻み 愈々 増り 募る のみな りし 

が、 た、 V 学問と、 武芸の 道の みは 人並 外れて 出精し、 

藩 内の 若侍に して、 わが 右に 出 づる者 無し。 もとより 

柔弱なる 兄 等 二人の 及ぶ 処に 非ず。 一年、 御城 内の 武 

道 試合に 十 人 を 抜きて、 君 侯の 御 佩刀、 直 江 志 津の大 

小 を 拝領し、 鬼 三郎の 名い よ/ \ 藩 内に 振 ひ 輝きぬ。 

さる 程に 此事を 伝へ 聞きし 人々、 おの づ から、 われ 



に諛ひ 寄り 来る さへ を かしきに、 程なく 藩の 月番 家 

老 よりお 召 出 あり。 武芸 学問、 出精 抜群の 段 御 賞美 あ 

り。 年頃と もなら ば 別 地 を 知行し 賜 はるべし。 永く 忠 

勤 を 抽ん出 可き 御沙汰 を 賜 はりし こそ 笑止な リ しか。 

ろく ま い 

もとより、 われ は 一 握り 程の 碌 米の 為に、 忠勤 を 

抽出ん とて 武芸、 学問 を 出精せ るに 非ず。 半面 鬼 相に 

も あれ、 何にも あれ。 美しき 女 を 数多 侍らせ、 金 殿 玉 

楼に 栄耀の 夢を見つ くさむ 事、 偏へ にわが 学問と 武芸 

にこ そ よれ。 容貌、 醜し と あれば 疎み 遠ざかり、 あざ 

み 笑 ひ、 少しの 手柄 あれば 俄かに 1^、^ しみ、 へ つら ひ 寄 

る、 人情 紙の 如き 世 中に 何の 忠義、 何の 孝行 か ある。 



今に 見よ。 その 肝 玉 を 踏み潰し、 吠 面 か、 し 显ハれ むと 

意気込みて、 いよく 腕 を 磨きければ 二十 一 歳の 冬に 

入りて 指南役 甲 賀昧心 斎より 柳 生 流の 皆伝 を受 くるに 

到りぬ。 

此時、 われに 縁談 あり。 藩 内 二百 石の 馬 廻り 某 氏 

むすめ ご 

の 娘 御に してお 奈美 殿と なん 呼べる 今年 十六の 女性な 

りしが、 御 家老の 家柄に して 屈指の 大身なる 藤 倉 大和 

殿 夫婦 を 仲人に 立て、 娘 御の 両親 も 承知の 旨 答へ 来り 

し dl、 何と やらむ 先方より 話 を 進め 来りし 気 は ひなり。 

われ 何となく 心 危ぶみて、 自身に 藤 倉 大和 殿御 夫婦 

を訪 ひ、 お 奈美殿 は 藩 内 随一 の御綺 倆と こそ 承れ。 



年を越えぬ。 

と ゾ こほり 

かくて 兎も角も 其 夜と なり、 式 ども 滞 なく 相 済み、 

さて 嫁 女と 共に 閨に 入る に、 彼の 嫁 女奈美 殿、 屏風の 

中に ひれ 伏して シミん \ と 泣き 給 ふ d| なり。 われ 胸 を 

轟かし つ、、 今宵の 婿が ね、 此の 片面 鬼三郎 なりし 事、 

兼ねてより 御 承知な リ しゃと 尋ねし に、 奈美 殿、 涙な 

がらに 頭 を 打 振り 給 ひて、 否と よ。 何事 も 妾 は 承り 

侍らず。 何事 も 母上 様が と 云 ひさして 又も、 よ、 とば 

ちなみ ま.' は. > 

かり 泣き沈まる、 体な り。 因に 奈美 殿の 母親 は 継母 

なり。 しかもお 生家が 並々 ならぬ 大身なる 処 ょリ、 

擤 天下の 我儘 一 杯に て、 継子 背めの 噂 もっぱら 〔# 「も 



縁辺の 手柄 を 頼 に 出世 を 望み 給 ひし 御身の 柔弱より 

出で し事ぞ かし。 今夜 斬りし 三人の 顔触れ を 見 給 は > 

奈美 殿の 清浄 潔白 は 証明 立つ 可し。 安心して 引取り 給 

へ。 われ は 生涯、 女 を 絶ち、 おとなしき 娘 御の 孝心に 

酬い まゐら すべし。 さらばく と 云ひ棄 て、 其の 家 を 

出で、 夜もすがら 佐 賀路に 入リ、 やがて 追 ひ鎚り 来り 

し 数多の 捕手 を 前後左右に 切 払 ひ つ 、 山中に 逃れ 入り、 

百姓の 家に 押入り て 物 を 乞 ひ、 押 借り 強盗なん どし 

つ 、 早く も 長 崎の 町に 入りぬ。 

長 崎 は 異人 群集の 地、 商売 繁昌の 港な リ。 わが 如き 



生れながら、 生胆 取りの 営業 を 請 合 ひし 吾が 身の 今更 

に おぞましく、 情なく、 長 崎と いふ 町の 恐ろし さ をつ 

く，^ と 思 ひ 知りければ、 今 は 片時 も 躊躇 ふ 心地せ ず。 

その ま、 南蛮 寺 を 後に して、 詉訪 神社の 石の 鳥居に も 

背 を 向け、 足に 任せて 早 岐の方 を 志す。 山々 の 段々 

畠に 棚引く 菜種、 蓮 花 草の 黄に 紅に、 絶 間な く 楊る 

雲雀の 声に、 行衛も 知らぬ 身の上 を 思 ひ 続けつ、、 幾 

度と なく 欠伸し、 痴呆の 如く よろめき 行く 様 ひとへ に 

吾が 生胆を 取られた る 如し。 

さる 程に 不思議なる 哉。 いまだ 左程に 疲れ もやらぬ 

正午 下りの 頃 ほひより 足の 運び 俄かに 重くな りて、 



酒、 美 肴に 加 ふるに 又も 天女の 如き 唐 美人の 数人 を 

饗応し 与へ ぬ。 その 歓待、 昨日に も 増り (以下 原文 十 

行 抹殺)。 

かくて 年月 を 経る うちに 鉄の 如くな リ しわが 腕の 筋 

も、 連日連夜の 遊楽に 疲れけ む。 やう/ \ に弱リ 行く 

心地し つ。 され ども 彼の 香 烟の酔 ひ 醒めの 心地 狂 ほし 

きっさき まさ 

さはな か/ \ に 切 先の 冴え 昔に 増る 心地して、 血に 餓 

うると は 是をゃ 云 ふらむ。 毎日 正午 ともなれば 人 一 人 

斬らで は 止み難く、 斬れば 早 や 香煙に 酔 ひたる 心地し 

て、 南蛮 寺 下の 花畑に 走り 行く。 心 は 現世の 鬼畜、 悪 

いやまさ 

魔、 外道に 弥増る やらむ。 身は此 世なら ぬ 極楽 夢幻の 



用意に 備 へたる ものに ぞぁリ ける。 

去る 程に 其の 春の 末つ方の 事な りけ り。 何の 故に か 

おん あらため 

ありけ む。 此の 長 崎に て 切支丹の 御 検分 ことのほか 厳 

しくな リ、 丸 山の 妓楼の 花魁 衆にまで 御 奉行、 水 尾 様 

御 工夫の 踏 絵の 御調べ あるべし となり。 当日の 模様、 

物 珍ら しきま、 に、 われ も 竹矢来の 外の 群集に 打ち ま 

じりて 見物す るに、 今し も 丸 山 一 の 大家、 初花 楼の太 

夫 職に して、 初花と いふ 今年 十六の 全盛なる 少女が、 

厳めしき 検視の 役人の 前にて 踏 絵 を 踏む 処 なりと て 

人々、 息 も 吐き あへ ず 見守り 居る ft: なり。 



「ェ イツ …… 」 

と 一 声、 足軽の 棒に 遮り 止められ、 瞬く間に 禰襠を 

剝ぎ 取られて 高手小手に 網 を かけられつ。 母し や 

まくと 悲鳴 を 揚げつ、 竹矢来の 外へ 引かれ 行けば、 

さ ま 

並居る 役人 も 其の後より ゾ 口/ \と 引上げ 行く 模様、 

今日の 調べ はた、 V 初花 太夫 一 人の 為め なりし 体裁な 

- ) 

われ 不審 晴れ やらず。 思 はず 傍 を 顧る に 派手なる 

浴衣 着た る 若者 あり。 われと 同じき 思 ひに て 茫然と 役 

人 衆の 後 姿 を 見送れる 体な り。 われ 其の 男に 向 ひて 

ひとりごと 

独 言 の やうに、 



より、 対岸の 誠訪 様の ほとりまで、 道と いふ 道、 窓と 

いふ 窓、 屋根と いふ 屋根に は 人の 垣 を 築きた るが 如く、 

その 中に 海に 向 ひて 三日月形に 仕切りた る 青竹の 矢来 

に、 警固、 検視の 与力、 同心、 目附、 目 明の 類、 物々 

いがば う さすまた 

しく 詰め 合 ひて、 毬棒、 刺 叉 林の 如く 立 並べり。 その 

中央の 浪打 際に 近く 十本の 磔 柱を樹 て、 異人 五 人、 

和 人 五 人 を 架け 聯 ねたり。 異人 は 皆 黒服、 和 人 は 皆 

しろむく 

白無垢な リ。 

時 恰も 正午に 近く、 香煙に 飢ゑ たる、 わが 心、 ii: 時 

となく、 くるめき 弱らむ とする にぞ、 抉に 忍ばせた る 

香煙の 脂を少 しづ、 爪に 取りて 嚙 みつ、 見物す るに、 



異人た ち は 皆、 何事 か 呪文の 如き 事 を 口ずさみ、 交 

る/ \ 天 を 傾ぎて 訴 ふる 様、 波羅伊 曾の 空に 在し ませ 

る 彼等の 父の 不思議なる 救 ひの 手 を 待ち 設 くる 体な リ。 

され ども 和 人の 男女 達 はた V、 うなだれ たるま、 にて 

物 云 はず。 早 や 息 絶えた る 如く 青ざめた る あり。 た > 

五 人の 中央に 架けられ たる 初花 太夫が、 振り乱し たる 

髪の 下にて す、 り 上げく 打 泣く 姿、 此上 もな く li. 憐 

らしき を 見る のみ。 その 左の 端に 蓬た る 白髪 を 海風に 

吹かせ つ、 低 首れ たる は 初花の 母親 にゃあら むと 思 ひ 

しに、 果せる 哉。 時刻と なり。 中央の 床几より 立上り 

たる 陣羽織 物々 しき 武士が 読み 上ぐ る 罪状 を 聞く に、 



初花の 母親が 重き 病床より 引立てられ しもの 也。 又、 

初花の 右なる 男 は 初花 楼の楼 主。 左なる 二人の 女 は 同 

楼の鴇 手と 番頭 新造に して、 ％ ：れも 初花の 罪 を 庇 ひし 

科に よりて 初花と 同罪せられ しもの なりと 云 ふ。 初花 

楼 に対するお 役人 衆の 憎しみの 強さよ と 云 ふ 矢来 外の 

人々 の つぶやき、 ため息の 音、 笹原 を 渡る 風の 如く ど 

よめく 有様、 身 も 竦 立つ ばかりな リ。 

やがて 捨 札の 読 上げ 終る や、 矢来の 片隅に 控へ 居り 

し 十数 人の 乞食 ども、 手に く銷 びた る 槍 を 持ちて 立 

上り 来り ァリャ く/ \ くと 怪しき 声に て 叫び 上げ 

つ、 初花 太夫 を 残した る 九 人の 左右に 立ち 廻 はり、 罪 



人の 眼の 前にて 繾先を チヤ リ、 /^と 打ち合 はし 脅 や 

かす。 これ 罪の 最 重き もの を 後に 残す 慣 はしに て、 

かくする も のぞと かや。 

その 時、 今まで 弱げ に 見えた る 初花、 磔刑 柱の 上に 

きっと おもて もた 

て 吃 度、 面 を 擡げ、 小さき 唇 を キリく と嚙 み、 美し 

く 血走りた る 管 を 輝 やかし つ、 乱る、 黒髪、 颯と 振 

たまぎ 

り 上げて 左右 を 見 ま はすうち、 魂 切る 如き 声を立て、 

何やら 叫び 出せば、 海 を 囲める 数万の 群集、 俄に ピッ 

タリと 鳴り を 静め、 稲佐の 岸 打つ 漣の 音。 大文字 山 を 

越 ゆる 松風の 音まで も 気 を 呑み、 声 を 呑む ばかりな リ。 

「皆様 …… お聞き 下さり ませ。 



為め に、 かやう に 磔刑に される ので 御座り まする。 

ひのもと ち ^ は、 そむ 

私 は 日本の 女で 御座り まする。 父母に 背かせ、 天子 

そむ 

様に 反 かせる 異人の 教へは 受け ませぬ。 タッタ 一人… 

か、 しゃ ま ような 

…タッタ 一 人の 母 様 の 御 病気 を 治療し 度い ばっかり 

に、 身 を 売りました のが 仇に なって …… そこにお 出で 

になる 御 役人 衆のお 言葉に 靡き ませなん だばつ かりに 

…… かやう に 日の 本の 恥 を、 外つ 国まで も 晒す やうな 

…… 不忠、 不孝な わたくし …… 」 

苦痛の 為に か ありけ む。 初花の 言葉 は 此処に て 切 

れ，^ に 乱れ 途切れぬ。 

どち 

石の 如くな リて 聞き 居りし 役人 輩は此 時、 俄かに 周 



章 狼狽し 初めた るが、 そが 中に も、 罪状 を 読み上げた 

りし 陣羽織の 一人 は、 采配 持つ 手 も わな、 きつ、 立 上 

If 、 

「それ 非人 輩 …… 先づ 其の 女から」 

と 指図 すれば 「あつ」 と 答へ し 憎く さげなる 非人 二 

人、 初花の 磔刑 柱 の 下に 走り 寄り、 槍 を 打ち合 はする 

暇 もな く 白 無 街の 両の脇 下より、 すぶりく と 刺し貫 

けば 鮮血 さっと 迸り 流る、 様、 見る 眼 も 眩め くば かり、 

力 余りし 槍の穂先 は両 肩より 白く 輝き 抜け出で ぬ。 

あはれ 初花 は 全く 身に 大波 を 打た せ、 乱髪 を 逆立た 

せ禍卷 かする 大 苦悶、 大 叫喚のう ちに、 



「 …… 母し やま …… 済み ませぬ ッ」 

と 云 ふ。 その 言葉の 終り は 唐紅の 血と なりて 初花 

の 鼻と 唇より 迸り 出づ る。 

続いて 残る 九 人の 生命が 相次ぎて 磔刑 柱 の 上に 消 

え 行く 光景 を、 眼 も 離さず 見 居りた る われ は、 思 はず 

総身 水の 如くな りて、 身ぶ る ひ、 胴ぶ る ひ得堪 へむ 術 

も あらず。 わな、 く 指に て 裾 を 紮げ、 手拭 もて 鉢卷 し、 

さげ を たす き 

脇差の 下緒に て櫸 十字に 綾取る 間 も あらせず。 腕に 

おぼえの 直 江 志津を 抜き放ち、 眼の 前なる 青竹の 矢来 

を蔓 矢々々 と 斬り 払 ひて 警固 のた V 中に 躍り込み、 

「初花の 怨み。 思 ひ 知れ やつ」 



く 冷やかに して 夏と も 覚えず。 登りくて 足下 を 見れ 

ば 半 刻 ほど 前に 登り 来りし 道、 蜿々 として 足下に 横た 

はれ リ。 飴色の 半月 低く 崖 下に 懸れる を 見れば、 来し 

かた ゆく す タ 5 そヾ 

方、 行末の 事 なぞ 坐ろ に 思 ひ 出で られつ。 流る、 星影、 

そよ ぐ 風 音に も 油断せ ずして 行く 程に 何処に て 踏み迷 

ひけむ。 さまで 広から ぬ 道 は片割 月の 下 近く、 山 畠の 

傍なる 溜池の ほとりに 行き詰まりつ。 引返さむ として 

又もや 道 を あやまり けむ。 山道 次第に 狭まり 来りて、 

猪、 鹿な どの 踏み分け しかと 覚 ゆるば かり。 山 又 山 伝 

ひに 迷 ひめぐ りて 行く うちに、 二十日 月 いつしか 西に 

傾き、 夜 もしら，^ と 明け 離 るれば、 遥か 眼の 下の 



路に 踏み迷 ひたる 六部 也。 あはれ 一 飯の 御 情に 預り、 

御 本堂への 御つ とめ 許し 賜 はらば 格別の 御利益た るべ 

しと、 念珠、 殊勝 気に 爪繰りて 頼み入り しに 彼の 寺男、 

わが 面体の 爛れた る をつ く，^ 見て、 まことの 非人と 

や 思 ひけむ、 他意 も 無げ にう ち 黙 頭き つ。 此処 は筑前 

ふだしょ ぶっしゃり 

国、 第 四十 四番の 札所に して 弘法 大師の 仏舎利 を 納め 

給 ひし 霊地な り。 奇特の 御 結縁 なれば 和尚 様の 御 許し 

を 得む 事 必定なる べし。 暫く 待たせ 給へ とて 竹箒 を 

投げ 棄て庫 裡の方 へ 入り 行きぬ。 

それより 何事 を 語ら ひたりけ む。 や、 暫く ありて 本 

堂の 中に 大き やかなる 足音 聞 こえつ。 やが て 本堂の 正 



面の 格子 扉 を 音 荒ら かに 開きた る 者 を 見れば、 年の 頃 

五十に は 過ぎし と 思 はる、 六尺 豊かの 大入道の、 真黒 

き 関 羽 鬚 を 長々 と 垂れた るが、 太く 幅広き 一 文字 眉の 

下に 炯々 たる 眼光 を 輝 やかして 吾 を 見上げ 見下す 体な 

リ。 やがて 莞爾として 打ち 笑 ひ、 六部 殿、 庫裡の 方よ 

リ お上りな されよ。 御 勤め も 去る 事ながら 夜もすがら 

の 御難 儀、 定めし 御 空腹の 事なる べし。 昨夜の 残りの 

粟 飯な りと まゐら せむ と 云 ふ。 その 音吐 朗々 として、 

言葉 癖、 尋常なら ず。 一 眼に て 吾が 素性 を 見 貫きた る 

ものの 如くな り。 

され ども、 われ t 聊か も 悪びれず。 言葉の 如く 庫裡 



きふ わら ぢ 

に 入りて 笈を 卸し、 草鞋 を 脱ぎて 板の間に 座 を 占め、 

寺男の 給仕す る 粟 飯 を湯漬 にして、 したたかに 喰 ひ 終 

リ、 さて 本堂に 入りて 持参の 蠟燭を 奉り、 香 を 焚きて 

般若 心 経、 観音 経 を 誦する 事 各 一遍。 つく，^ 本尊の 

容態 を 仰ぎ見る に 驚く 可し。 一 見 尋常 一 様の 観世音 菩 

薩の 立像の 如くなる も、 長 崎に て 物 慣れし 吾 眼に は紛 

れも あらず。 光背の 紋様、 絡 1^ の 星 章なん ど 正しく 聖 

母 マリアの 像な リ。 さて はと 愈々 心して 欄間の 五百羅 

漢像を か ヘリ 見る に、 これ 亦 一 つと して 仏像に 非ず。 

十二使徒の 姿に 紛れ も 無し。 か、 る 山間の、 人の 通 ふ 

とも 見えぬ 小径の 奥に 立て籠 もり、 禁断の 像 を 祭り 居 



長 崎に て 噂に のみ 聞きし 南蛮 新 渡来の 燧 器械 付、 二 

れん づ、 な 

聯 筒な り。 使 ひ狃れ たる 和尚の 物腰、 体の 構へ、 寸毫 

の 逃る、 隙 も 見え ざリ けり。 

さて は 此の 和尚。 天台 寺の 住 寺と は t 佯り。 まこと 

は 切支丹 婆 天 蓮の 徒 と 思 ひしが、 それ も！^ リ。 そ 

のま こと は、 か、 る 山中に 潜み 隠れ 居る 山賊 夜盗の 首 

領 なりし かと 今更に 肝 を 消しつ。 片面 鬼三郎 生年 二十 

四 歳、 此処に 生命 を 終る かと 観念の 眼 を閉ぢ むと する 

折し も あれ、 和尚の 背後、 方丈に 通 ふ 明 障子の 半開 

きたる 間より 紫色の 美しき 物影 チラく と 動け り。 最 

前 見た る 色 若衆と 思しく 半面 を あら はして 秘かに 打ち 



より 詰め やしたり けむ。 一寸 も 動かず。 驚き 周章て、 

押 破らむ とする 和尚の 背後より 跳り か、 り、 左の 肩よ 

リ 大裝裟 がけに 切りな ぐり、 板の間に 引き倒 ふして 

と. V め 

止&刀 をます 

われ、 生れて 初めての 強敵 を 刺 止めし 事と て、 ほつ 

と 一息、 長き 溜息し つ、、 あたり 見 ま はす 折し も あれ 

最前の 若衆、 血 飛沫 乱れ 流れた る 明 障子 を 颯と 開き 

て 走り 寄り、 わが 腰 衣に 鎚り 付きつ、、 やよ 鬼 三郎ぬ 

し。 わら は を 見忘れ 給 ひし かと 云 ふ。 驚きて 振 上げし 

血 刀を控 へつ、、 よくく 見れば 這 は 如何に。 故郷 唐 

津 にて 三々 九 度の 盃 済まし たるま、 閨の 中より 別れ 来 



骸を情 容赦 もな く クル/ \ と菰に 包み、 荒 網に 引つ 

く、 りて 土間へ 卸しつ。 さて 血潮に まみれた る 障子と 

板の間 を 引き剥がし、 裏口 を 流る、 谷川へ 片端よ リ投 

込む 体、 事も無げなる 其 面 もち。 白痴 か 狂人 かと 疑 は 

れ、 無気味に も 亦 恐ろし、。 

か、 る 間に 若衆 姿の 奈美殿 は、 方丈の 方の 寝床 を片 

付けて、 われ を 伴 ひ 入り、 かぐ はしき 新茶 をす、 めつ 、 

語る やう。 さる にても 御身の 唐 津を立 退き 給 ひし 時、 

申す も 恥 かしき 吾が 不貘、 御 咎め も 無く、 わが 心根 を 

察し 賜 はりて、 継母と 仲人への 怨を 晴らし 賜 はりし 

男らしき 御 仕打ち、 今更に 勿体なく 有難く、 これ をし 



りし を 万 豪 和尚に 救 はれし ものに 侍り。 和尚の 与へ し 

切支丹 煙草、 啞妣烟 を 吸 ひしょり 以来、 魂 虚洞呂 の 如 

くな りて 心 獣の 如く、 行 ひ 白痴の 如し。 た、 V く 牛馬 

の 如く 和尚の 命に 従 ひて、 此 寺の 活計、 走 使 ひ なぞ を 

一 心に 引受け 居り 候 ひし 者。 その後、 妾、 此 寺に 来り 

し 後 は、 何となく 妾 を 慕 ひ 居 るげ にて、 和尚の 言葉よ 

り も、 わが 云 ひ 付け をのみ 喜び 尊み、 事 あれば 水火 を 

も 辞せざる 体に 侍り。 まことに 不憫の 者と 存じ 候へ。 

さる 程に 妾、 虫の知らせ にか ありけ む。 今朝 は、 い 

つに も 似ず 早く 眼 醒めつ。 御身の 此 寺に 近付き 給へ る 

を 垣 見、 如何 はせ むと 思 ひ 惑 ひ 候 ひしが、 所詮、 人 



赤 縛の 糸の、 罪に 穩れ、 血に まみれつ 、めぐり/ \て 

又 こ、 に 結 ぼる、 こそ 不思議 なれ。 御身 は 若衆 姿。 わ 

が 身 は 円頂 黒衣。 罪障、 悪業に 埋もれ 果 つれ ども 二人 

の 思 ひに 穢れは あら じ。 可憐の 女よ と 手 を 取らむ とす 

れば、 若衆 姿の 奈 美女、 恥ぢら ひつ、 払 ひ 除け。 心 急 

き 給 ふ 事な かれ。 まづ 此方へ 入らせ 給へ。 見せ 申す ベ 

きもの ありと て、 われ を 本堂の 内陣に 誘 ひ、 壇に 登り 

て マリア 像の 肩に 両手 を かけ、 おもむろに 前へ 引き倒 

ふす に、 その 脚の 下の 蓮台と 思しき ものの 辺、 左右に 

引き 開け、 階段の 降り口、 大きく 開けたり。 その 下へ 

二人して 降り 行く に 一 度 倒 ふれし マリア 像は自 から 共 



に 立ち 帰りた るら し。 階段 は 真の闇と なりて 足音の み 

まさ 

ぞ、 おどろ/ ^しくより 増り ける。 

奈 美女、 わが 手 を 取りて 其の 中 を 二三 間 ほど 歩み 降 

り 行く に、 土中の 冷気 身に 泌 みて 知らぬ 世界へ 来し 心 

つけぎ 

地し つ。 やがて 彼女の 手より 閃めき 出で し 蘭法附 木の 

火、 四方に 並べし 胡麻 燈 油の 切 子 硝子 燈 籠に 入れば、 

天井 四 壁 一面に 架け 列ね し ギヤマン 鏡に、 何千、 何百 

となく 映り はえて、 二十 余 畳に も 及ぶべき 室内、 さな 

がらに 白昼の 如く、 緞子の 長椅子、 鳥 毛の 寝台、 絹紗 

の 帳、 眼 を 驚かす ばかりな り。 又 青貝の 戸棚に 並び 

ちんだ る 口 ワンチ ユン スコ チン 

たる は珍駄 婁の媚 酒、 羅王 中の 紅艷 酒。 蘇 古 珍の 



となりて 背負 ひ 帰る なんど、 その 忠実々々 しさ。 身体 

くつき やう いのち 

の 究竟 さ。 まことに 奈 美女の 為なら ば 生命 も 棄て兼 

ねま じき 気色な リ。 

さは さりながら 奇怪 千万に も 馬 十 は、 われ を 主人と 

は 思 ひ 居らざる にゃあらん ずらん。 わが 云 ひ 付けし 事 

は 中々 に 承け 引かず。 わが 折 入って 頼み入る 事 も、 平 

あざわら はかん \ 

然と 冷笑 ふの みに して、 涉々 しき 返答 すら 得せず。 奈 

美女の 言葉 添なければ 動かむ ともせざる 態な り。 われ 

其の 都度に 怒気、 心頭に 発し、 討ち 捨て 臭れ むと 戒刀 

を 引 寄せし 事 も 度々 なリ しが、 さる にても 彼 を 失 ひし 

後の 山寺の 不自由 さ を 思 ひめぐ らして 辛くも 思 ひ 止ま 



背面に 来り、 彼の 梅の 古木の 根方 を 丸く 輪形に 耕して、 

豆の やうなる 種子 を 蒔き 居り。 その上より 下肥 を 撒き 

かけて 土 を 覆 ひま はるに、 その 臭き 事 限りなく、 その 

仕事の 手間取る 事、 何時 果っ べしと も 思 はれず。 

われ 思 はず 方丈の 窓 を 引き 開き て 言葉 鋭く、 何事 を 

する ぞと問 ひ 詰りし に、 馬 十 かたの 如く 振り返り、 愚 

かしき 眼 付に て われ を 見つめつ、、 もやく と 嘲み 笑 

ふの み。 頓には is へ もせず。 やがて 不興 気なる 面 もち 

にて 黄色なる 歯 を 剥き出し、 低き 鼻 尻に 皺 を 刻みつ。 

這 は 和蘭陀 伝来 の くれな ゐ の 花の 種子 を 蒔くな リ。 

此 等の 秘蔵の 種子に して 奈美 殿の 此上 なく 好み 給 ふ 花 



半月 も 前に 申 付けし 事 を 今以て 果 さぬ は 如何なる 所存 

にか。 主人に 向 ひて 口答へ する 奴。 その 分に は 差し置 

かぬ ぞと 睨め 付 くれば、 彼の 馬 十 首を縮めて 阿呆の 如 

く 舌 を 出し。 われ はお 奈美様 を こそ 主人と も 慕 ひ、 女 

神様と も 仰ぎ 来 つれ。 御身の 如き 片輪 風情の 迷 ひ 猫 を 

何条 主人と 思 はむ や。 御身が 此の 馬 十 を 憎み、 疑ひ咀 

へる 事 を、 われ 早くより 察し 居れり。 打ち 果 さむと な 

らば 打ち 果し 給へ。 万 豪 和尚 様の 御 情に て 生き 伸び 来 

いのち 

りし 此の 生命。 何の 惜しむ 処か あらむ。 た、 V 後に て 後 

悔し 給 はむ のみと 初めて 吐きし 雑言に 今 は得堪 へず。 

床の間の 錫杖 取る 手 も 遅く 直 江 志津を 抜き放ち、 縁側 



只管に 恍惚と して 夢の 中なる 夢の 醒めた る 心地と なり、 

何事 も 手に 附 かず、 夕餉の 支度す る も 倦く、 方丈の 

まんなか あ ふの い 

中央に 仰向きに 寝ね 伸びて、 眠る ともなく 醒 むる とも 

無くて 在りし が、 扨、 夜に 入りて 雨の 音し め やかに、 

いやまさ 

谷川の 水 音 弥増る を 聞く に 付け、 世に も 不思議なる 身 

の 運命、 やうく に 思 ひ 出で られつ。 床に 入りても 眼、 

冴え，^ として 眠 むられ ず。 

眠 むられ ぬま、 に 思 ふやう。 神 も 仏 も 在し まさぬ 此 

世 に 善悪 の けぢめ 求む ベ き 様な し。 た、. - 現世の 快楽 の 

みこ そ 真実なら め。 人の 怨み、 誹り なぞ、 た、 X 過ぎ行 

く 風の 如く、 漂 ふ 波に かも 似たり。 人間 万事 あとかた 



ら むと 思 はず や。 天地の 大を 以て 見れば、 さし も 強豪、 

無敵の 鬼 三郎も 多寡の 知れた る 一 匹の 蛆虫。 li 処 より 

蠢 めき 来り。 何処へ 蠢 めき 去らむ とする ぞ。 やよ 鬼 三 

郎。 何処へ 行く ぞと。 大声に て 叫ぶ 声、 われと わが 耳 

に 入りて 夢醒 むれば、 1| 時の 間に かまどろ みけむ。 夜 

むこやま しき 

は 白々 と 明け 離れて、 向山の 杉の 梢に 聽の啼 く 声頻り 

也。 

われ は、 それより 力無く 起き 上り、 本堂 下の 窖 に 

入りて、 男女の 屍体 を 数 段に 斬り 刻み、 裏山の 雑木林 

の 彼処 此処に 埋め 終りつ。 さて 残りた る 来 を 粥に 作り 

て 何の 味 ひも 無く 腹 を 満たし、 梅干、 塩、 味噌 なぞ を 



嘗めながら、 日 もす がら 為す 事 も 無く 方丈に 閉て 籠も 

リ、 前の 和尚の 使 ひ 残した る 屏紙を 綴ぢ、 今までの 事 

を 斯様に 書き 綴り 行く 程に 思 ひの 外に 筆 進まず。 二月 

が ほど 日 を 送り、 早く も 梅雨 上りの 若芽 萌え立つ 今日 

の 日 はめぐ リ 来りぬ。 

まだき すが/ \ 

さる 程に われ、 今朝の 昧爽 より 心地 何となく 清々 し 

きを 覚えつ。 小暗き ま 、 に 何 心なく 方丈の 窓 を 押し 開 

き 見る に、 思 はず 呀と 声を立てぬ。 

此間馬 十が 植ゑ 蒔きし 梅の 根方の くれな ゐの 種子、 

いつの 間に か 芽 を 吹きに けむ。 窓の 上の 屋根に 打ち か 



ぶ さるば かりに 茂り 広 ごり たるが、 去年の 春 見し が 如 

き、 血の 色せ る 深紅の 花 は 一 枝 も 咲き 居らず。 屍 肉の 

如く 青白き 花の み 今 を 盛りと 咲き揃 ひ 居りし こそ 不思 

議なリ しか。 

此 時の わが 驚き、 いか 計りな リ けむ。 彼の 馬 十が 末 

期に 叫びし 言の葉 を 眼の 前に 思 ひ 知りて、 白日の 下、 

寒 毛 竦 立 し、 心気 打ち 絶えな む 計りな リ しか。 

さて こそ 人の 怨み は此 世に 残る ものよ。 神 も 仏 もま 

します ものよ と 思へば いと > 空 恐ろしく、 思 はず 本堂 

によろ めき 入りて 御本尊の 前に 両手 を 合 はせ。 何事の 

おはします か は 知らず。 申 訳無く 面目無し。 かしこき 



天地の 深く 大 なる 心 を 凡夫の 身勝手に て 推し計り しこ 

との おぞまし さよ。 此 上に 生き 長ら へて 罪業 を 重ねむ 

より、 死して 地獄の 苛 貴に 陥ち、 今までの 罪の 報い を 

受けむ こそ 中々 に 心安 けれ。 t 一念 弥陀 仏、 即滅 無量 

ざいし やう 

罪障 と 聞け ど、 わが 如き 極 重 悪人の 罪 を 救 はれ ざら 

む 事、 もとより 覚悟の 前ぞ かし。 南無 摩 里 阿 如来。 南 

無 摩 里 阿 如来と 両手 を 合 はせ て 打 泣き/ \ 方丈に 帰り 

来りつ。 さて 流る t 涙 を堰き あへ ず。 迫り 来る 心 を 押 

し 鎮めて 此文を 認め 終りぬ。 

か あなぐら 

われ 今より 彼の 窖 に 炭俵 を 詰めて 火 を 放ち、 割腹 

して そが 中に 飛 入り、 寺と 共に 焼け失せて 永く 邪宗の 



門跡 を 絶た むと す。 た > 此の 文と 直 江 志 律の 一 刀の み 

は 鐘楼の 鐘の 下に 伏せ 置き、 後日の 証拠と し、 世の 疑 

よすが つも リ 

ひ を 解かむ 便 とせむ 心算な リ。 

なほ 刀の 中心に 刻みし 歌 は、 わが 詠みし もの を 下の 

村の 鍬 鍛冶に 貸して 刻ませし もの 也。 唐津 藩に 齎らし 

賜 はらば 藩 公の 御喜び あるべく、 此 文の 偽 ならざる 

旨 も 亦 明らかなる べしと 思 ひ 計りて なせし 事な り。 歌 

の 拙な きを 笑 ひ 給 ふ 事な かれ。 

のこる 怨み 白 くれな ゐの 花盛り 

あまたの 人 をき りしたん 寺 

寛 永 六 年 五月 吉日 



鬼三郎 しるす 

X X 

X 

それから 十四 五日 経って から 例の 古道具屋の 貫 七 爺 

が 又 遣って 来た。 骨 だらけの 身体に 糊の 利いた 浴衣、 

鋁の 羽織 を 引っかけて 扇 を パチパチ いわせて いる 姿 は 

如何にも 涼しそう である。 

私 は 夏 肥りに 倦み 切 つ た 身体 を 扇 風 器に 預けて いた。 

「あの 白い 花の 正体が おわかりに なりました でしよう 



「どっち も 隠元豆 なんだ」 

「テ へッ。 飛んだ 変幻 豆で げすな」 

「洒落に もなら ない 話 だよ。 もっとも 隠元豆に も 色々 

あるそう で、 何十 通りと か 変り種が ある。 その 中で も 

あの 紅い 方の は、 昔から 観賞植物 になって いたべ ニバ 

ナ • イン ゲンと いう 奴で、 白い 方の が 普通の 隠元豆な 

ん だが、 素人 眼に は 花の 色 を 見ない 限り ちょっと 区別 

が 付きに くいと いう」 

「成る 程。 奇妙な お 話 も あれば ある もので げすな。 へ 

H」 

「まったく だよ。 そこで その 富士川って 学士 も 念の た 



ん だね。 だから 今の 紅花 隠元 を 蒔く ふり をして 実は 

あたりまえ 

普通の 隠元豆 を 蒔い といたん だよ。 ちゃんと わかつ 

ている」 

「へ ェ。 驚き ましたね。 しかし 旦那 様。 酔狂な 死に 方 

をす る 奴が、 あれば ある もので 御座いま すねえ」 

「それ あ 今 だって 在る よ。 班長 殿から 死ねと 云われ ま 

したと 遺書 を 残して 自殺す る 兵隊 も 居る 位 だからね。 

こんな 風に ヒネ クレ ていた 奴なら 遣り かねないだろう- 

好いた 女と 一所に 殺されて、 後に 祟り を 残す なんて 仕 

ほ う 

事が、 馬 十の 痴呆け た 頭に は、 たまらなく 楽しみ だつ 

たか も 知れない ね」 
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